
10月号「HTMLパズルに挑戦しよう」の解答
第1問は、JavaScriptとフォームの仕組みについて詳しく知っていなければ解けない問題だったが、応募者も正

解者も多かったのはうれしい。URLの文字列を組み立ててジャンプする方法は、残念ながら不正解とさせてい

ただいた。第2問はスタイルシートの初歩を知っていれば簡単だ。

このコーナーを楽しむために
最新のHTMLを使う際に、どうしても避けて

通れないのがWWWブラウザーの互換性の

問題だ。そこでこのコーナーでは、TIPSご

とにブラウザーの対応状況をアイコンで表

している（9月10日現在）。これを参考に使

用するWWWブラウザーを選んでほしい。
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いよいよこの連載の集大成「ホームページ裏ワザ大全 HTML TIPS &

TRICKS」が9月29日に発売だ。値段はおトクな1,900円で、連載第1回か

らの122個のTIPSと58個のパズルが一度に手に入る。だれでも一流のHTML

使いになれるテクニックが満載だ。なお、今月のパズルは単行本発売を記念し

て過去のTIPSから出題したので、本を読めば答えがわかるかもしれないぞ。

誰よりも早く
最新のHTMLを使ってみたい

正解者：谷口勝宣さん、志村一樹さん、池永達美さ
ん、齊藤貴志さん、鹿倉隆さん

インターネットエクスプローラ3以上
3

インターネットエクスプローラ4以上
4

インターネットエクスプローラ5以上
5

ネットスケープナビゲーター3以上
3

ネットスケープナビゲーター4以上
4

A N S W E R 1

枠と色を付けろ！

<INPUT>タグにスタイルシートで背景、色、枠線を指定すればいい。

A N S W E R 2

正解者：谷口勝宣さん、志村一樹さん、池永達美さ
ん、佐瀬宏樹さん、齊藤貴志さん、鹿倉隆さん、う
おまさ@homeさん

<SCRIPT>
function mysearch (num, text) {

document.forms[num].elements[0].value=text;
document.forms[num].submit();

}
</SCRIPT>
：

<FORM  METHOD="get" ACTION="http://www.goo.ne.jp/default.asp">
<INPUT  TYPE="hidden" NAME="MT" VALUE=""></FORM>
：

<FORM onSubmit="mysearch(this.select1.selectedIndex, this.text1.value);return false;">
INPUT A WORD: <INPUT  TYPE="text" NAME="text1" SIZE=30>
SEARCH ENGINE: <SELECT  NAME="select1">
<OPTION>goo <OPTION>infoseek <OPTION>Yahoo </SELECT>
<INPUT VALUE="Search!" TYPE="submit"></FORM>

<INPUT  TYPE="text" NAME="text1" SIZE=30
STYLE="font: bold 12pt Verdana; background: orange; 
color: red; border: sold red 4px;">

藤井幸孝／大内 勇

CD-ROM収録先　A Magnavi→Ip9911→Htmltips
今月号のTIPSをすべてCD-ROMに収録!!

検索サイトに飛べ！

まず2のような見えないフォームを検索サイトごとに作る。3の入力フォームでは、見え
ないフォームの番号と検索用文字列を引数にして関数mysearchを呼び出す。1のスクリ
プトでは、文字列を隠れコントロールに設定して見えないフォームを送信する。

1

2

3

+CD-ROM+CD-ROM
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<DIV STYLE="width: 600px; height: 280px; overflow-y: scroll; 
border: solid 1px black;">

<TABLE  BORDER  CELLSPACING=0  BORDERCOLOR="#000000">
<TR><TD  WIDTH=300>……</TD><TD  WIDTH=300>……</TD></TR>
……
</TABLE></DIV>

テーブルを使ってページ上で何
かのデータを整理して見せたいと
き、縦に長くなってしまってページ
が使いづらくなったり、デザイン的
に困ったりすることがある。そんな
ときにはコンパクトに見せる工夫が
必要だ。左のサンプルを見てほし
い。エクセルのシートをページの中
に埋め込んだかのように、長いテ
ーブルがスクロールしながら閲覧
できるようになっている。フローテ
ィングフレームを使っているのでも
ないし、ActiveXコントロールを埋
め込んでいるのでもない。IE 5以
外のブラウザーではスクロールバ
ーは付かないが、普通のテーブル
として表示されるので安心だ。さ
て、どうやっているのだろう。

テーブルにスクロールバーを付ける

TTIPSIPS && TTRRICKSICKS
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上記のソースを眺めれば、すぐに仕掛けはわ

かるだろう。そう、<DIV>タグに設定されているス

タイルシートの「overflow-y: scroll」がそれだ。1

月号のHTMLパズルの問題「表示部分にスクロー

ルバーを付けろ！」の答えだった「overflow: scroll」

に似ている。

overflowは、スタイルシートの「width」や「height」

を使ってタグの幅や高さを指定した場合に、スクロ

ールバーを付けてあふれた部分をスクロールして見

られるようにするものだ。たとえwidthやheightを

指定していても、表示に必要であればタグの表示

領域は拡大されてしまう。「overflow: scroll」を指

定すれば自分の思いどおりのサイズを指定できる

のだ。IE 5では、overflowに加えて横スクロール

バーだけを表示させるoverflow-xと縦スクロール

バーだけを表示させるoverflow-yが追加された。

<TABLE>タグにはoverflow-yを指定できないの

で、上記のサンプルではwidth、height、over

flow-yの各プロパティーを指定した<DIV>タグで

<TABLE>タグを囲った。縦スクロールバーがテ

ーブルの右にぴったりと付いて見えるように、

<TABLE>タグ内の最初の2つの<TD>タグには

WIDTH属性で幅を指定している。

さらに、上記のソースでは省略したが、このテーブ

ルの前にもう1つテーブルを作ってセルの背景を黒

くしてある。「種類」と「プロパティー」を表示して

いるのがそのテーブルだ。こうすれば、下のほうに

スクロールしても項目の見出しが表示され続ける

ので、使いやすい表になる。

最後に、スクロールバーの面白い使い方を1つ。

次のように<IMG>タグを<DIV>タグで囲えば、ス

クロールバー付きの画像を表示できる。

<DIV STYLE="width:240;height:180;

overflow:scroll; ">

<IMG SRC="portrait1.jpg"

WIDTH=640 HEIGHT=480>

</DIV>
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<SCRIPT  LANGUAGE="JavaScript1.2" SRC="graph.js"></SCRIPT>

1

<SCRIPT  LANGUAGE="JavaScript1.2">
var g = new Graph (400,300);
g.addRow (122,128,216,140,246,309);
g.scale = 50;  g.setDate (11,4,1998);
g.title = "Web Site Audience Rating";
g.xLabel = "day";  g.yLabel = "hits";
</SCRIPT>

2

棒グラフを作る

TTIPSIPS && TTRRICKSICKS

22

普段の仕事や研究で何かのデ
ータを扱う際に、グラフを使って数
値を見やすくしている人は多いだろ
う。ウェブサイトでも、アクセス数
の統計のようにグラフ化したいも
のもある。そんな場合、今までは
CGIやJavaScriptの難しいコード
を書いたり、エクセルなどで作っ
たグラフを丸ごと画像にしたりす
るしかなかった。今回は、ネットス
ケープから提供されているJava
Scriptのライブラリーを使って、あ
っという間にできてしまうHTMLグ
ラフを紹介しよう。サンプルのス
クリプトをざっと見ればわかるよう
に、グラフの数値や目盛り、見出
しなどを変えるだけで、好みのグラ
フが表示されるようになっている。
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まず、9月号のフローティングフレームと同じ

ように、必要なファイルを入手しよう。今回は、下

記のページから、graph.jsとgraphimg.zipの2

つのファイルをダウンロードする。サンプルの

HTMLファイルとgraph.jsと同じフォルダーに置

き、グラフに使われる画像ファイルが収められた

graphimg.zipの内容も同じフォルダーに解凍し

ておく。

developer.netscape.com/docs/

technote/javascript/graph/

graph.jsを使えるようにするには、<HEAD>と

</HEAD>の間に、ソース1を書いておく。

ではまず初めに、基本的なグラフを書いてみよう。

グラフは必ず<BODY>タグの中にソース2のよ

うな<SCRIPT>タグを使って書く。

次の文で、幅400ピクセル、高さ300ピクセルの

グラフができる。「g」はグラフオブジェクトの名前

なので何を付けてもいい。

var g = new Graph (400,300);

g.addRow (122,128,216,140,246,309);

g.build ();

さあどうだろう。何とこれだけでグラフの形ができ

てしまうのだ。「( )」の中は、棒グラフのY軸側の値

になっている。数字は左から順にグラフ化される。

マウスを棒の上に持っていくとツールチップで数

字が表示されるので確かめてみよう。

これだけではわかりにくいので、もう少しデータを

加えよう。「g.scale」でY軸の1目盛りの大きさ、

「g.Title」、「g.xLabel」、「g.yLabel」でそれぞれ

グラフのタイトル、X軸の名前、Y軸の名前が指

定できる。

X軸は3つの種類を選択できる。上記のサンプル

では、「g.setDate (11,4,1998)」としているが、こ

れは日付型で、1998年11月4日から順に日付が

振られる。ほかには時間型「g.setTime (12,30,

true)」とその他の型「g.setXScale (0)」がある。

標準ではX軸の値は「1」ずつ増えるが、変えたい

場合は「g.inc」に値を入れればいい。

最後に、グラフに2つ目のデータを入れる方法を

紹介しよう。「g.addRow」を続けて2回使ってみ

よう。色を変えてもう1つのグラフが出てくるはず

だ。2つのグラフがそれぞれ何を示しているかは、

「g.setLegend ("1つ目","2つ目")」で表示できる。

Jump
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<BUTTON CLASS="homepage"
onClick="this.setHomePage ('http://internet.impress.co.jp/');">

ホームページにする</BUTTON>

<STYLE  TYPE="text/css">
.homepage { behavior: url (#default#homepage) }
</STYLE>

1

2

TTIPSIPS && TTRRICKSICKS
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4月号のこのコーナーでは、指定
したページをIEのお気に入りに登
録する方法を紹介した。左のサン
プルはその機能を取り入れたペー
ジで、「お気に入りに追加する」ボ
タンを押すと、スクリプトを呼び出
してページがお気に入りに登録さ
れるようになっている。さらにもう
1つボタンを付け加えて、指定した
ページをホームページ、つまりブラ
ウザーが起動したときに最初に表
示されるページに設定する機能を
追加してみた。ボタンを押すと、
「ホームページを……に設定します
か？」というメッセージが表示され、
「OK」ボタンを押すと自動的にホ
ームページに設定される。IE 5で
はこんなことまでできてしまうのだ。

指定のページをホームページにする
5
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IE 5では、「DHTMLビヘイビア」という仕組み

を使ってタグに機能を追加できるということは、7

月号の「ツールチップを簡単に作る」で紹介した。

スタイルシートで「behavior」プロパティーの値を

「url (HTCファイル)」とすれば、HTCファイルに書

かれたスクリプトの機能をタグに追加できる。

さらに9月号では、HTCファイルの代わりに「url
(#default#VML)」としてベクターグラフィックを表

示させる方法を紹介し、10月号では「url (#default

#time)」としてHTML+TIMEの機能を呼び出す方

法を紹介した。

つまり、スタイルシートでbehaviorの値に「url
(#default#何々)」と指定すれば、<DIV>などの普

通のタグや<custom:cap>などのオリジナルタグ

にIE 5に備わっている機能を次々と追加していけ

るのだ。指定したページをホームページに設定す

る機能も、このビヘイビアを使ったものだ。

ソース1のスタイルシートがビヘイビアをタグに設

定している部分だ。今回は「.homepage」という

クラス名にビヘイビアを指定することにした。

behaviorプロパティーに「url (#default#home

page)」という値を指定すれば、「homepage」と

いうクラス名のタグにホームページ設定機能が追

加される。

ソース2では、<BUTTON>タグに「CLASS=

"homepage"」という属性を付けて、ボタンにビ

ヘイビアの機能を追加している。ボタンをクリック

したときに呼び出されるJavaScriptを見てみよう。

this.setHomePage ('http://internet.

impress.co.jp/');"

この「this」とは<BUTTON>タグ自身のことだ。ビ

ヘイビアの指定によって、「setHomePage」とい

う元々は存在しないメソッドが新しく追加されたの

だ。setHomePageの引数にURLを入れるだけで、

そのURLをホームページに設定するボタンができ

上がる。ページのURLを自動的に指定したければ、

URLの代わりに「document.location.href」を引

数にすればいい。

応用として、ボタンを使わずにリンクをクリックした

ときにこの機能が呼び出されるようにしたい場合

は、次のように<A>タグにスクリプトを埋め込もう。

<A  CLASS="homepage"  HREF=""

onClick="this.setHomePage
('http://internet.impress.co.jp/');

return false;">ホームページにする</A>
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<LAYER  ID="lay" LEFT="0" BGCOLOR="gray"
onLoad="clip.width=50;searchLight ( )">

HTML TIPS&amp;TRICKS
</LAYER>

2

var direction = 1;
var browserWidth = innerWidth;
function searchLight () {

var obj = document.layers ['lay'];
obj.clip.left += direction * 2;
obj.clip.right += direction * 2;
if (obj.clip.right > browserWidth || obj.clip.left < 0) {

direction *= -1;
}
setTimeout ('searchLight ( )',10);

}

1
d

今までこのコーナーでは、レイ
ヤーを動かすダイナミックHTMLを
いくつも紹介してきたことを覚えて
いるだろう。今回取り上げるTIPS
もレイヤーを操作するスクリプトな
のだが、レイヤー自体の位置は動
かさずにレイヤーの中の表示領域
を移動するダイナミックHTMLにな
っている。左のサンプルはその様
子を表したもので、グレーの背景
色の領域がまるでサーチライトの
ように右に移動しているのがわか
るだろう。さらにこのサンプルでは、
領域がブラウザーの右端まで達す
ると移動の向きを反転する仕組み
になっている。この動作に関して
はPOINT欄で詳しく説明するの
で、まずはソースを見てみよう。

レイヤーの表示領域を動かす

TTIPSIPS && TTRRICKSICKS

44
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サーチライトのようにレイヤーの表示領域だけ

を移動させるこのクールなTIPSの説明をしよう。

まずはソース1のスクリプトから。変数「direction」

は移動方向を表し、値が1なら左から右へ、値

が-1なら右から左へ表示領域が移動するように

なる。変数「browserWidth」にはブラウザーの

幅を入れる。

次は関数「searchLight」の設定だ。関数内では、

まずID名が「lay」のレイヤーを変数「obj」として

扱うように設定する。「clip.left」はレイヤーの表

示領域の左端の座標で、「clip.right」は右端の座

標だ。座標には「direction*2」を入れているが、こ

れは「関数searchLightが呼び出されるたびに2

ピクセル移動せよ」ということを表している。direc-

tionの値には1を指定してあるので、表示領域は

左から右へ2ピクセルずつ移動する。

if文は、ウィンドウの左右の端で表示領域の移動

を反転させる部分だ。左から右へ移動していると

きは、directionの値が1なので、右端に達したと

きに-1を掛ければ反転する。また、右から左へ移

動しているときはdirectionの値が-1なので、左端

に達したときに-1を掛ければdirectionの値は1に

なり、今度は左から右に移動するようになる。

最後に「setTimeout」で関数searchLightを10

ミリ秒ごとに呼び出す。これで表示領域が連続

して移動するようになる。移動速度を変えたいと

きは、この「10」の値を変えればいい。また、1

回の移動量を変えたいときは、「direction*2」を

「direc-tion*3」や「direction*10」などに書き

換えるといい。

ソース2はレイヤーの指定で、このレイヤーに沿っ

て表示領域が移動する。ポイントは「onLoad=""」

の部分で、ここで2つの命令を実行している。1つ

は「clip.width=50」で、これは表示領域の幅の指

定だ。今回は50ピクセルを指定している。もう1

つはsearchLightの呼び出しで、「レイヤーが読み

込まれたときに関数searchLightを実行せよ」と

いうことになる。

なお、今回のサンプルでは表示領域の高さを指定

していない。高さを指定しない場合は、レイヤーの

高さが表示領域の高さになる。表示領域の高さ

を指定したいときは、次のようにclip.widthに続

けてclip.heightを指定するといいだろう。

onLoad="clip.width=値;clip.height

=値;関数名"

4
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function init ( ) {
lader.filters.light.addCone (100, 100, 200, 100, 100,

255, 255, 255, 100, 200);
lader.filters.light.addCone (100, 100, 0 ,0, 0,

0, 0, 255, 100, 20);
rotate ();

}
</SCRIPT>

2

<IMG  SRC="lader.gif" ID="lader" onLoad="init ( )"
STYLE="height:200px; width:200px; Filter:light ( )">

3

var r = 100;
var deg = 0;
var conv = (2 * Math.PI) /360;

function rotate ( ) {
var x = r + r * Math.cos (deg * conv);
var y = r + r * Math.sin (deg * conv);
deg += 10;
if (deg == 360) deg = 0;
lader.filters [0].moveLight (1, x, y, 0, 1);
timerID = setTimeout ('rotate ()', 100);

}

1
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まずは左のサンプルを見てほし
い。これはレーダーの画面のよう
に画像の上に置いた光源を回転さ
せている様子を表したものだ。光
源はIE 4から採用されたフィルター
機能の「light」を使って簡単に設
定できる。回転の動作には数学が
苦手な人にはちょっと面倒な計算
を使うことになるが、基本的にサン
プルソースをそのまま使えばOKな
ので安心してほしい。ソースを見る
と全体的にたくさんの数値があり、
自分の画像に合わせて変更する必
要があるものもあるが、それぞれの
数値についてはPOINT欄で説明し
ているので、しっかり読んでほしい。
それではこの面白い効果を演出す
るTIPSにチャレンジしてみよう。

レーダーアニメーションを作る
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まずソース1の光源を回転させるスクリプト

を説明しよう。最初に変数を3つ設定している。「r」

は光源の中心となる位置、「deg」は角度で、「conv」

は角度を計算するのに使う変数だ。「Math.PI」は

円周率を表している。

関数「rotate」を見てみよう。最初の変数「x」と「y」

を計算する部分は数学が苦手な人にはちょっと面

倒なので、このまま書き写してしまおう。要するに

コサインとサインの計算をして光を照射する座標

（xとyの値）を変えているのだ。次にdegの値に10

を加算しているが、これは関数rotateが実行され

るたびに光源の回転を10度進めることを表す。if

文ではdegの値が360になったらその値を0にす

る。つまり、1回転が360度なので光源が一周し

たら0に戻している。

「moveLight」メソッドはこのTIPSの核となる部分

で、ID名「lader」の画像に設定したlightフィルタ

ーを動かす。moveLightにxとyの計算結果を入

れれば、関数rotateが実行されるたびに光源が回

転するようになる。moveLightのかっこ内には次

の値を順に指定する。

光源番号, x座標, y座標, z座標, フラグ

光源番号はlightフィルターを複数設定している場

合、0から順に指定する。フィルターを適用する場

合はフラグには常に1を設定する。z座標とは、光

源の位置を3次元的に捉えたもので、スクリーン

に対して垂直方向（手前方向）の位置だ。

最後はおなじみのタイマー設定で、100ミリ秒ご

とに関数rotateが呼び出されるようにする。

ソース2は、初期化のための関数「init」だ。最初

の行で画像全体を照らす光源を、次の行でレー

ダーのように回転する光源を設定している。この

2つの行にある「addCone」が光源を設定するメ

ソッドで、かっこ内には次の値を順に入れる。

光源のx座標, y座標, z座標,光源の照らすx成分,
y成分,色要素の赤, 緑, 青, 光の強度, 光の幅

色要素にはそれぞれ0から255までの値を、光の

強度には0から100までの値を指定できる。光源

のx座標とy座標は、ソース3で指定する画像の

幅と高さの半分の値を設定しておこう。光源の設

定が終わったら関数rotateを呼び出す。

最後にソース3だ。これはレーダーが表示される

画像で、STYLE属性で画像の幅と高さ、および

lightフィルターを設定する。また、読み込まれた

ときに関数initを呼び出すようにしている。
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ついにHTML TIPS & TRICKSが単行本化され

た。最近この連載の読者になった人でも、この本さ

え読めばこれまで蓄積されたテクニックの数々を活用できる。その中に

は、面白いテクニックなのに、紹介済みということで最近取り上げること

が少なくなったものもあるかもしれない。そこで今月は、復習を兼ねてこ

の長い連載で過去に紹介したTIPSとTRICKSを元にしたパズルに挑戦

してみよう。トリックがわかったらすぐに解答を送ってきてほしい。正解

者には抽選で1名にオリジナル折りたたみ傘をプレゼントさせていただ

く。なお、正解は来月のこのコーナーで発表する。それでは頭をやわら

かくして、今月のテーマ“TIPS & TRICKSを制する”にチャレンジ！

今 月 の テ ー マ

TIPS & TRICKSを制する

HTMLパズルに挑戦しよう
隠されたトリックを解き明かせ！

「HTMLパズルに挑戦しよう」
宛　先
D

正解がわかった人も、わからなかった人も、
ご意見、ご感想など何でもOK、次の宛先
にメールしよう。用件の欄には必ず

HTML TIPS＆TRICKS
の1行を忘れずに。あなたの挑戦を待つ！

m im-html@impress.co.jp

なお、締め切りは10月10日とさせていただく。

外枠のない表を作れ！

右のサンプル画面を見て、「おお、なつかしい」と思った読者もいるかも

しれない。この連載の初期に紹介したテーブルのテクニックを使って「○×

ゲーム」を表現したものだ。テーブルの周囲には枠がなく、内部を区切る

枠だけが格子状に表示されている。それだけではなく、これまで紹介した

ことのあるテクニックをもう1つ使って、枠線の明るい部分と暗い部分の色

を変えてある。過去のテクニックを活用してこのテーブルの作り方を考え

るのが第1問だ。サンプルではさらに凝ったデザインにするためにスタイル

シートを使って枠線を太くしているが、そのスタイルシートはIE 4以降でサ

ポートされたものなので、答えに含めなくてもよい。

Q U E S T I O N 1

連載第1回＋第4回のテーブルのテクニック……
ヒ
ン
ト

セルの右側に画像を並べろ！

第2問もテーブルを使ったデザインだ。2列2行のテーブルの中に表示

された画像に注目してほしい。各列のセルの右端に緑のぎざぎざが並べら

れている。もちろん縦や横に細長い画像を使っているのではない。セルの

幅や高さよりもずっと小さな1つのぎざぎざがちょうど1つの画像なのだ。し

かも複数の<IMG>タグなどで何度も画像ファイルを指定しているのでは

ない。ソースファイルの中で画像ファイルの名前を指定しているのはたっ

た1か所だ。ページ全体の左側に画像を並べた例ならよく見かけるが、こ

れはいったいどうやっているのだろう。2年前のこの連載で何度も取り上げ

られたテクニックを応用すれば答えは見つかるはずだ。

Q U E S T I O N 2

連載第2回＋第4回の画像のテクニック……
ヒ
ン
ト

3 4 5
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読者のみなさんからの長年のご要望に応えて、つい
にこの連載が単行本としてインプレスから発売された。
97年2月号から先月号までのTIPSとTRICKSが122個、
パズル58個がまるごと手に入る。しかもオールカラー
で1,900円とお買い得だ。この連載の読者には、普通
のHTML入門書では満足できない人が多いだろうが、
この本を机の上に置いておけば、いつでもホームページ
作りのアイデアがすぐ見つかるだろう。本誌記事や小
冊子で好評だった「HTML 4.0互換表」と「CSS1互
換表」も付いているぞ。タイトルは「ホームページ裏
ワザ大全HTML TIPS & TRICKS」。誰よりも早く最新
のHTMLを使ってみたい人は今すぐ書店へ急ごう。

この本のメインである「TIPS & TRICKS編」で

は122個の技が紹介されている。これでもう本誌

のバックナンバーを切り抜いてスクラップを作る

必要はない。

「パズル編」には58問のパズルが載っている。実

力だめしにこれを解くだけでもしばらくは楽しめ

る本になっている。もちろん解答も付いているの

で安心だ。

巻末には、本誌の98年6月号の集中企画「WWW

ブラウザー互換性完全テスト」で掲載した

「HTML 4.0互換表」と「CSS1互換表」を再録

している。

3 4 5 3 4

インターネットでの注文はimpress Directへ
www.ips.co.jp

一軒家やビル、工場、神殿、競技場。それに

道路や海。クリップアートのようにもアイコンの

ようにも見えるこれらの画像はいったいどこにあ

るのだろうか。実はIE4以上をインストールしたコ

ンピュータでは、これ以外にも多くの簡易画像を

使用できる。今回は建物や地形を表すアイコンに

絞って挙げてみたが、ほかにも乗り物や標識、複

雑な矢印などウェブページで使えそうな簡易画像

がたくさん用意されている。ダイナミックHTML

やデジタルカメラの画像などで重くなりがちなウ

ェブページを、これらの「読み込みの軽い」簡易

画像でシェイプアップする方法にチャレンジして

みてほしい。

建物、地形の簡易画像を
表示させろ！

読み込みが軽く色を
指定できるということは……

146

ウェブページにファイルサイズの大きなイメー

ジを使うと、ファイルの読み込みに時間がかかっ

てしまう。そこで、<IMG>タグに「ALT」オプシ

ョンを追加して、何のイメージかということが分

かるように文字で説明することがある。しかし、

文字で表示されるよりもイメージで表示されるこ

とに越したことはない。そこで通常表示されるは

ずのイメージが完全に読み込まれるまでの間に、

ファイルサイズの小さい別のイメージを表示して

おくようなページを作ってほしい。この方法を知

っていれば、イメージを読み込んでいる間、ウェ

ブページ読者がイライラしないようなページがで

きるぞ。

イメージを代替表示させろ!

低解像度画像表示のオプションさえ分かれば……

Q09U E S T I O N

Q10U E S T I O N
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Q10が解けたら上のサンプルに少し手を加えた

左の画面を見てほしい。なんとこちらは簡易画像

が半透明になって下の壁紙が透けているのだ。簡

易画像を応用すればこんなことができるのだ。た

とえばスタイルシートの位置指定のテクニックを

使って画像や文字を重ねる。重なりの上になる画

像や文字にこの半透明にするテクニックを使え

ば、立体的なページのできあがりだ。Q11が分か

らなかった人もぜひ挑戦してほしい。その場合は

適当な文字か画像が半透明であれば正解だ。

簡易画像を半透明で
表示させろ！

文字や画像にフィルターをかけるには……

Q11U E S T I O N

4 5

Q12は順不同リストの問題だ。順不同リストで

は、行頭記号は階層の浅いほうから、●、○、■

と表示されるだろう。しかし、左のサンプルを見

てほしい。このサンプルで表示されている行頭記

号はそのどれでもなく、なんと画像が表示されて

いるのだ。1段下のリストの行頭記号には、また

別の画像が表示されている。決して「<IMG>タ

グで画像を置いて、その後に文字を書いて改行す

る」という方法を使っているのではない。さて、

どうやって表示させているのだろうか？　これが

わかれば、もう1行ごとに<IMG>タグを書く必要

はなくなるぞ。解答にはリスト関係のタグを必ず

使うこと。画像は何でもいいのでチャレンジして

ほしい。

行頭記号に画像を
表示させろ！

スタイルシートでリストに関係するものは……

Q12U E S T I O N

4 5

PUZZLE編 HTMLパズルに挑戦 192

H
T
M
L
4.0

互
換
表

HTML4.0互換表
【表の読み方】
「要素」と「属性」をセットで参照する

1 要素：見出し、段落、リンクなど文書の構造や動作を定義する。→「H1」「P」「A」など。
2 属性：要素に対してさらに細かい情報を付加する。要素の直後にスペースをはさんんで記述する。→「align」「width」「href」など。
［HTMLの書式］ ［記述例］
<要素属性="値">内容</要素> <A herf="page2.html">次のページ</A>

3 各ブラウザーごとの対応。調査したブラウザーは以下のとおり（すべて日本語版）。
ウィンドウズ マッキントッシュ
NN3 ネットスケープナビゲーター3.01 NN4 ネットスケープナビゲーター4.06
NN4 ネットスケープナビゲーター4.01 IE3 インターネットエクスプローラ3.01a
IE3 インターネットエクスプローラ3.02 IE4 インターネットエクスプローラ4.01
IE4 インターネットエクスプローラ4.01SP1
IE5 インターネットエクスプローラ5.0

4 廃止予定：HTML4.0では今後は廃止される方向にあるとされている要素や属性。

○…対応　×…非対応　●…マイクロソフトのリファレンスにはあるが、表示効果は確認できない
要素 機能 Windows Macintosh 廃止

属性 NN3 NN4 IE3 IE4 IE5 NN3 NN4 IE3 IE4 予定

1
2

43

A アンカー（リンク先またはリンク目的地）を指定 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
accesskey ショートカットキーの定義 × × × ○ ○ × × × ×
charset リンク先ページの文字コードを指定 × × × × × × × × ×
coords ホットスポットの座標位置を指定 × × × × × × × × ×
href リンク先リソースのURL（URI）を指定 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
hreflang リンク先ページの言語コードを指定 × × × × × × × × ×
name リンク目的地に名前をつける ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
rel 当該文書のリンク先に対する関係を指定 × × ● ● ● × × ● ●
rev リンク先の当該文書に対する関係を指定 × × ● ● ● × × ● ●
shape ホットスポットの形状を指定 × × × × × × × × ×
tabindex タブキーで移動する順番を指定 × × × ○ ○ × × × ×
target 文書を表示させるフレーム枠を指定 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
type リンク先の「Content-Type」を定義 × × × × × × × × ×
ABBR 略語であることを表す × × × × × × × × ×
ACRONYM 頭文字化省略語であることを表す × × × ○ ○ × × × ○
ADDRESS 問い合わせ先を表す ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
APPLET Javaアプレットを埋め込む ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
align アプレットと文書の配置関係を設定 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
alt アプレットの代替テキストを記述 × × × × × × × × × ○
archive 先読みをするリソースのURLを指定 × ○ × × × × ○ × × ○
code コンパイル済みクラスファイルのURLを指定 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
codebase アプレットの所在の基準となるURLを指定 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
height アプレットの高さ（初期値）を設定 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
hspace アプレットの左右の余白を設定 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
name アプレットの名前を指定 × ○ × ○ ○ × ○ × × ○
object 連続したアプレットを含むリソース名を定義 × × × × × × × × × ○
vspace アプレットの上下の余白を設定 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
width アプレットの横幅（初期値）を設定 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
AREA イメージマップのホットスポットを定義 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
accesskey ショートカットキーの定義 × × × × ○ × × × ×
alt イメージマップの代替テキストを記述 × × × × ○ × × × ×
coords ホットスポットの座標位置を指定 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
href リンク先リソースのURL（URI）を指定 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
nohref リンク先が無いことを指定 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
shape ホットスポットの形状を定義 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
tabindex タブキーで移動する順番を指定 × × × ○ ○ × × × ×
target 文書を表示させるフレーム枠を指定 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
B ボールド体（あるいは太字）で表示 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
BASE 相対位置情報を定義 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
href 相対URLを指定するための基準となるURL ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
target 文書を表示させるフレーム枠を指定 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
BASEFONT 文書の基準となるフォントを定義 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
color フォントの色を指定 × × ○ ○ ○ × × ○ ○ ○
face フォントの種類を指定 × × ○ ○ ○ × × ○ ○ ○
size フォントのサイズを指定 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
BDO 書字方向の再定義 × × × × ○ × × × ×
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HTML 4.0 互換表

要素 機能 Windows Macintosh 廃止

属性 NN3 NN4 IE3 IE4 IE5 NN3 NN4 IE3 IE4 予定
BIG 大きな文字で表示 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
BLOCKQUOTE 長文の引用（ブロックレベルの引用）を表す ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
cite 引用元文書のURLを記述 × × × × × × × × ×
BODY 文書の内容を定義 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
alink 選択中のリンクの色を指定 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
background 背景画像のURLを指定 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
bgcolor 背景の色を指定 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
link 未訪問のリンクの色を指定 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
text 文字の色を指定 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
vlink 既訪問のリンクの色を指定 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
BR 強制改行を行う ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
clear オブジェクトに対する文書の回り込みを調整 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
BUTTON フォームのボタンを作成 × × × ○ ○ × × × ○
accesskey ショートカットキーの定義 × × × ○ ○ × × × ×
disabled ボタンを使用不可にする × × × ○ ○ × × × ○
name ボタンのラベルを指定 × × × × ○ × × × ×
tabindex タブキーで移動する順番を指定 × × × ○ ○ × × × ×
type ボタンの機能を指定 × × × ○ ○ × × × ○
value ボタンの初期値を指定 × × × × × × × × ×
CAPTION 表の表題を記述 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
align 表題の位置を指定 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
CENTER 中央揃えを指定 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
CITE 他のウェブリソースからの引用や参照を表す ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
CODE コンピュータ（プログラム）のコードを表す ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
COL 表の列グループの定義（複数の列に属性を指定できる） × × × ○ ○ × × × ×
align セル内文字の横位置を設定 × × × ○ ○ × × × ×
char 桁揃えの基準となる文字を指定 × × × × × × × × ×
charoff 桁揃え文字とセルとの間隔を指定 × × × × × × × × ×
span COLでくくられる列の個数を表す × × × ○ ○ × × × ×
valign セル内文字の縦位置を設定 × × × ○ ○ × × × ×
width セルの幅を指定 × × × ○ ○ × × × ×
COLGROUP 表の列グループを定義 × × × ○ ○ × × × ×
align セル内文字の横位置を設定 × × × ○ ○ × × × ×
char 桁揃えの基準となる文字を指定 × × × × × × × × ×
charoff 桁揃え文字とセルとの間隔を指定 × × × × × × × × ×
span COLでくくられる列の個数を表す × × × ○ ○ × × × ×
valign セル内文字の縦位置を設定 × × × ○ ○ × × × ×
width セルの幅を指定 × × × ○ ○ × × × ×
DD 定義型リストの叙述部分を表す ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
DEL 削除部分を表す × × × ○ ○ × × × ○
cite 変更理由を記述したサイトのURLを指定 × × × × × × × × ×
datetime 変更日時を記述 × × × × × × × × ×
DFN 定義を行っている部分を表す × × ○ ○ ○ × × ○ ○
DIR 樹状リストを表す ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
compact リストをできるだけ狭い範囲に表示 × × × × × × × × × ○
DIV ブロックレベル要素の定義 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
align 定義したブロックの水平位置を指定 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
DL 定義型リストの定義 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
compact リストをできるだけ狭い範囲に表示 ○ ○ × ○ ○ × ○ × ○ ○
DT 定義型リストの表題を表す ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
EM 強調部分を表す ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
FIELDSET フォームの選択肢とラベルのグループ化 × × × ○ ○ × × × ○
FONT フォントの設定 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
color フォントの色を指定 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
face フォントの種類を指定 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
size フォントのサイズを指定 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
FORM フォームの定義 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
accept-charset フォームの送信に使う文字コードを指定 × × × × × × × × ×
action フォームの送信先を指定 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
enctype フォームの送信に使う「Content-type」を指定 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
method 使用するHTTP通信手段を指定 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
target 文書を表示させるフレーム枠を指定 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
FRAME フレームの定義 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
frameborder フレーム枠の有無を指定 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
longdesc フレームの内容を解説したURLを記述 × × × × × × × × ×
marginheight フレーム内の上下の余白を設定 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
marginwidth フレーム内の左右の余白を設定 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
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文字にフィルターをかける

<SPAN>タグで囲まれた文字列にフィル

ターをかけるTIPSを前ページで紹介してい

る。今回紹介するTIPSもフィルター使って

上の画面のように特殊効果をほどこすのだ。

今回紹介するフィルターは「Shadow」、

「Drop Shadow」、「Wave」の3種類であ

る。

Filter: Wave(Add=0, Freq=2, 

LightStrength=5, Phase=55,

Strength=8)

「Wave」は画面の「HOT」のように、波

を打った効果を文字列に与えるフィルター

だ。「Add」が1の場合には効果を与えた文

字列の上に元の文字列を表示させ、0の場

合には効果を与えた文字列のみを表示する。

「Freq=2」は波の数の指定だ。数が多いほ

どほど波が細かくなる。「LightStrength=5」

は波の明暗を指定するものだ。「Phase=55」

は波の始まりを指定するもので、値は0か

ら100までのパーセンテージで表す。この値

は角度に依存していて、55の場合は山から、

7 5 の場合は谷から始まる。最後に

「Strength=8」であるが、これは波の大き

さを指定するパラメータだ。値が大きすぎ

ると原形をとどめないものになってしまうの

で気を付けよう。

Filter: Shadow(Color=#9EAFE9, 

Direction=225)

「Sha d ow」を指定すると、画面の

「Cool」のように尾を引いた効果が得られ

る。「Color=#9EAFE9」は尾の色を16進

数で指定している。「Direction=225」は尾

が伸びる方向を角度で指定している。角度

は真上を0度として時計回りに大きくなる。

ここでは225度、すなわち左斜め下の方向

に尾が伸びるように指定している。

Filter: DropShadow(Color=

#808080, OffX=5, OffY=5,Positive=1)

「DropShadow」は画面の「Tips」のよ

う に 影 が 付 く 効 果 を 与 え る 。

「Color=#808080」は影の色を16進数で指

定している。「OffX=5」と「OffY=5」は影

の位置を指定するのに用い、それぞれ文字

列からの下方向と右方向の距離を表してい

る。数字は影を付ける文字列からの相対距

離を指定している。「Positive」が0の場合

には影が透明になり、1の場合には不透明

になる。

ここまで理解できたら、今度は自分で作

る番だ。試してみて欲しい。

<SPAN STYLE="width: 580; height: 96;font-size: 96pt; font-family: arial black; color: 
red; Filter: Wave(Add=0, Freq=2, LightStrength=5, Phase=55, Strength=8)">HOT</SPAN>

<SPAN STYLE="width: 380; height: 36; font-size: 96pt; font-family: Arial; font-weight:
bold; color: #0000FF; Filter: Shadow(Color=#9EAFE9, Direction=225)">COOL</SPAN>

<SPAN STYLE="width: 25; height: 30; font-size: 96pt; color: #000000; Filter: 
DropShadow(Color=#808080, OffX=5, OffY=5, Positive=1)">T</SPAN>

ウェブページを作成するときに文字

に特殊な効果を与えたい。今までそ

んな場面では、フォトレタッチソフ

トなどを使って画像ファイルを作成

し、その画像を表示させる方法しか

なかった。しかし、これまで何度も

書いてきたように画像を使うとどう

してもダウンロードに時間がかかって

しまう。作成者から見ても、膨大な

手間が画像作成にかかってしまう。

その問題を解決してくれるのがここ

で紹介するTIPSだ。このTIPSを使

えば画像を使わなくても簡単に文字

に特殊効果を与えることができるの

だ。ページの見出し文字に使えば軽

くてしかも目を引くようなページがで

きるぞ。では早速このTIPSを紹介し
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枠線のデザインを自在にアレンジする

これまで枠線を作ろうとした場合にはわ

ざわざ<TABLE>タグを使って表を作成す

る必要があった。しかし、スタイルシートを

利用することによって簡単にさまざまな枠

飾りが利用できるようになった。しかも今

回のTIPSはIE4以上でもナビゲーターの4

以上でも両方で使えるので、ほとんどのユ

ーザーが表示できるといっても過言ではな

い。それではさっそく内容を見ていこう。

<DIV STYLE="border: 幅スタイル

色”>

まずは枠線の幅の指定方法を解説する。

「幅」の部分がとる値は、「t h i n」、

「medium」、「thick」でそれぞれ「細い」、

「中間」、「太い」を表している。ほかにも

10pxや1.5cm、12ptなどの単位でも指定

することができる。

次に枠線のスタイルの指定方法を解説す

る。

「スタイルの部分」がとる値は、次のよう

になっている。

solid：実線

double：二重線

groove：溝のような線

ridge：浮き出た線

inset：インセット

outset：アウトセット

ほかに「dotted（点線）」と「dashed

（破線）」も定義されているが、IEでもナビ

ゲーターでも実装されていない。最後に枠

線の色の指定方法を解説する。

「色」の部分がとる値は「#CCFF00」の

ような16進数で指定するRGBカラーか

「moccasin」のような定義された色の名前

だ。

今までに説明した例では枠線の四辺が同

じ指定になってしまうが、四辺を別々に設

定することもできる。

border-top: 幅スタイル色

border-bottom: 幅スタイル色

border-left: 幅スタイル色

border-right: 幅スタイル色

「border-top」、「border-bottom」、

「border-left」、「border-right」はそれぞ

れ枠線の上部、下部、左部、右部の指定

を個別にするときに用いる。

このTIPSとスタイルシートを組み合わせ

れば枠組みを自由に配置することができる。

<DIV STYLE="border: thick solid moccasin;
position:absolute; top:30; left:30; width:150; height:50">
solid

</DIV>

画像や文字に枠線を付けると、それ

ほどインパクトのないものがあたかも

すばらしいもののように見えることが

あるから不思議だ。というのは大げ

さにしても、枠線によって多少見栄

えがするようになるのも事実だ。し

かし、これまで枠線に飾りを付ける

場合にはわざわざ複雑な表組みを使

うなどの面倒な方法をとるしかなか

った。そこでここでは簡単に使える

枠線をアレンジする方法を紹介する。

このTIPSは枠線の四辺の色やスタイ

ル、太さなどを自由に変えることが

できるものだ。今まで単調だったペ

ージも枠線の使い方次第では見栄え

がするものに簡単に変えられる。レ

イアウトの凝ったページで活躍しそ

うなTIPSだ。
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